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1 自己評価及び外部評価結果

R5年 4月10日

【事業所概要（事業所記入）】
評価結果市町村受理印事 業 所 番 号

法 人 名

事 業 所 名

2170103689

（有）ケアパートナー

グループホームもも太郎 御望
一ー 画一一一一

5‘5，1ll皮阜市御望3丁目68番地所 在 地
や－ず~酉~工玩壺

自己評価作成日|R5年3月20日 ｜評価結果市町村受理日|ﾉ建年ざ月i/c日
一

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

|基本情報リンク先URL | http://carepartner.web・fc2.com/index.html

【評価機関概要（評価機関記入）】運営推進会議活用による外部評価
二二三三三三二二二二＝＝＝＝一一一一一一一一一一

評 価 機

所 在

訪 問 調

関 名

地

査 日

－

一

－

���｜�
－

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入)I

「人が人として当たり前のことを当たり前にする規制をしないケア」「一人一人の個性を認
め、個別の 生活スタイルを大切にするケア」「自分のことを自分で判断でき、本人のつよさを
引き出すケア」をモットーにし、入居者の方々の個別性を大切にしたケアが実践できるよう心
がけている。 利

用者1人ひとりの趣味、趣向を把握し、それを取り入れて卿||染みの場所に出掛けるなど、個人
レクリエーションの充 実に取り組んでいる。職員全員が各利用者の身体状況や服薬内容を把握
し、どの職員でも往診や受 診に対応出来るように努めている。

コロナ禍での活動自粛により、なかなか思うような支援が出来ていないのが現状でだが、感染
予防に努め徐々に活動の輪を広げていけたらと考えている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（運営推進会議委員の意見）】
長く入居されている利用者が多く、元気で過ごされている。
また重度化されても、ぎりぎりまでホームで過ごされ入院して間もなく亡くなった方もみえ

医療との連携が取れ体調管理ができているとの意見を頂く。
身寄りのない方には、身元引受けサービス・ホーム独自の生活支援を利用出来るようにしてい
る為、安心して生活が出来るとの意見を頂く。



2 目 標 達 成 計 画

事業所名 グループホームもも太郎御望

作成日 R5年 3月 25日

【目標達成計画】

項
目
番
号

�優
先
順
位

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における

問題点、課題
目 標

5月・6月の感染状

況によるが、 7

月以降の早い段階

を予定している。

コロナ感染防止に努め
徐々に対面による会議の

実施が望まれる。

同一法人の小規模ホーム

やグループホームとの合

同開催を実施し、情報交
換サービス向上につなげ
る、

コロナ禍で運営推進会議

が耆面の報告になってい
る為、外部の意見が限定
されサービス向上につな

がっていない。

113

適時の実施家族や知人等の関係が良
い方向で継続できること

携帯の充電の確認や登録

電話番号の整理を行う、
また相手の方にかけてい
い時間を聞き迷惑電話に

ならないようにする。

入居当初は、携帯を持っ
ていたが自分で使えなく

なった方や、電話した事

を忘れ何度でも電話をす
る方等に対する支援方法

2136

コロナワクチン接種及び

抗原検査の実施により

感染防止に努める。

6月初旬にワクチ

ン接種を予定して
いる

コロナ禍での行動制限に

より、今までのような生
活が出来なくなってい

る。

感染防止を図つたうえ

で,面会や外出を徐々に
出来るようにする。3145

感染防止を図つたうえ

で,面会や外出及びボラ
ンティアの受け入れを
徐々に出来るようにす
る。

6月初旬にワクチ

ン接種を予定して
いる

コロナ禍での行動制限に

より、今までのような生
活が出来なくなってい

る。

コロナワクチン接種及び

抗原検査の実施により

感染防止に努める。4148

感染状況を見て、買い物
に家族等と出かけて、自
分の好きなものを買うこ

とができるようになる。

お金はかたずけ失いやも

の取られ妄想が多く、基
本入居時に持ち込みをお

断りしている。

コロナワクチン接種及び

抗原検査の実施により

感染防止に努める。
感染状況を見てご家族に

買い物支援を依頼する。

6月初旬にワクチ

ン接種を予定して
いる5137

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。



3 サービス評価の実施と活用状況

事業所の外部評価の実施と活用状況について振り返ります。
「目標達成プラン」を作成した時点で記入します。

【サービス評価の実施と活用状況についての振り返りI

取り組んだ内容

(↓該当するものすべてに○印）
実施段階

管理者、職員でサービス評価の意義について話し
①肇常、○�
②利用者へのサービス評価について説明した

トのねらいを説

③鞭青謡讓願廠郡や家族ｱンケーサービス評価の事前準備 ○1

④籠難蕊墓威郵煙群蕊饒もに､どのよ
⑤職員アンケート用意及び評価委員の選出及び依頼○

①自己評価を職員全員が実施した

②鯉票語蕗郵で掲げた目標の達成状況について､職

○

スの次
。
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③

自己評価の実施
○

○
2

)ざす良質な
④郡澪

ケアサービスにを通じて自分たちの没

､て話し合い、意識統一を図った

⑤その他（ ）

①難罐駕詳寵蕊らったり、
ヒアリングで日頃の

②灘窪f惣らいを踏まえて､評価調査員と率直に意見交
外部評価（訪問調査当日）q

U

③霧舌維巽講鯖溌蕊肖撰鑛弓霊燥した
④その他（運営推進会議委員による評価）○

①運営者、職員全員で外部評価の結果について話し合った○

②塑鴬家族に評価結果を報告し､その内容について話し
③市区町村へ評価結果を提出し、現場の状況を話し合った

評価結果（自己評価、外部
評価）の公開

○
○
’
○

4

④蕊謄進会議で評価結果を報告し､その内容について話し
⑤その他（自社のホームページに掲載する）
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��②黒艤踊弾E劃轆頼1膳蕊f運常推進会議
｢目標達成プラン」を市町村へ説明し提出した（する）サービス評価の活用
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「目標達成プラン」に則り、目標を目指して取り組んだ
（取り組む）

その他（自社のホームページに掲載する）

○
’
○


